
県<<< 市の ネットワークで！
こまってるコト 解 決！ 

抗がん剤治療に伴う副作用の一つに脱毛があります。 
脱毛は身体的な負担だけでなく、外見の変化による精神的なストレスも大きく、治療に向き合う

患者さんにとって大きな悩みの一つです。 
大和市立病院では、昨年（２０２５年）１２月、乳腺外科の患者さんを対象に「頭皮冷却療法」を導

入。 今回、現場を視察させていただきました。 
この療法は、抗がん剤治療中に専用のキャップを装着し、頭皮を冷却することで、毛根への抗がん

剤の影響を抑える効果が期待されてい
ます。 

効果には個人差があり、期待する効
果が得られない場合もありますが、脱
毛の量が減少したり、ウィッグが不要
または部分的で済むといった報告があ
るとのことです。 

県央地域においては、北里大学病院
と大和市立病院において頭皮冷却療法
を受けることが可能となっています。 治療費は自費となりますが、治療中も普段の自分に近い姿で
過ごせることは、生活の質や心の安定に大きく影響します。 

公明党県議団はこれまで、がん治療に伴う外見（アピアランス）の悩みに寄り添う取り組みを進め
てきました。 ２０１６年には、要望していた「アピアランスサポートセンター」が県立がんセンター

（横浜市旭区）内に設置。これからも、がん患者に寄り添う取り組みを進めてまいります。 

「谷口かずふみチャンネル」
県・市のネットワークで実現した実績を紹介してい
ます。
ＱＲコードから、ぜひご覧ください。

抗がん剤の影響を抑える
「頭皮冷却装置」を視察（大和市立病院） 
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